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演題名 人材育成　BLS実践研修

チーム
メンバー
（職種）

改善しようとした
問題課題

実施した対策

改善の指標と
その目標値

看護部教育に関するアンケートにおいて、急変対応に対する不安や研修開催の要望が多かった。
また、知識確認テストでは高得点が多数なのに対して、BLSの理解度について自己評価が低いスタッフが多
く、現場の声を活かした実践型の研修を開催する必要があると考えた。

分類

活動回数 40

リーダー名
（職種）

回

活動期間 2024年7月　～　2025年4月

②安全の向上をめざすもの

①診療部門

森本　恵美

活動の場
※複数選択可

活動の種類
※複数選択可

歯止めと
標準化

改善指標の
対策実施

前後の変化

（指   標）　実践形式のBLS研修を

（目標値）　2024年度病院看護師参加率100％

①キックオフミーティング
 　役職者会議にて、看護部アンケート結果を踏まえて研修方法を協議
②所属部署を越えてのシュミレーション研修の企画
　 BLSの知識・方法に加えて、院内システムも理解できるよう準備
③事前学習課題の準備・発信と研修用資料の作成
④指導者マニュアル・チェックリストの作成、参加リストの作成・日程調整
⑤実践型研修の実施

（実施前）　72％の看護師が、急変対応に不安と回答していた

（実施後）　有形効果では病院看護師研修参加率100％を達成できた。また、無形効果として研修参加後アン
　　　　　　　ケートで92.2％の看護師が、急変に対する不安が軽減したと回答した。波及効果として、研修後
　　　　　　　発生したコードブルーの対応で、「不安なく対応できた」と前向きな意見がでた。また、看護部以外
　　　　　　　からも研修の希望が聞かれ、多職種混合の研修開催ができた。

〇標準化
　 急変に当たっても全看護職員が、不安なく迅速に対応できるために、年間で1回、院内BLSシュミレーション
　研修をシステム化
〇教育
　全看護職員が急変に当たっても初期対応が不足なく出来るために年間1回研修に参加
〇管理
　看護部役職者が、指導者側が誰であっても、同内容・同レベルの研修が実践できるようにBLS研修の企画
　運営を1週間毎の部門会議で確認・共有する

MSW

松本　優貴

三浦　まゆみ

②複数の職場が連携した活動

③テーマに合わせて形成したチーム活動

取り組種別 問題解決型

森本　恵美　（看護師）

東山　大士 医師

大石　浩行 介護福祉士

馬場　達也 理学療法士

看護師

看護師土屋　光平

佐藤　裕太 看護師

作業療法士

チーム名 BLS　TEAM

ふりがな 　　　　　　　　 　　もりもと　　 えみ

発表者(職種) 森本　恵美　（看護師）

ふりがな びーえるえす　ちーむ

ねりま健育会病院施設名



【現状把握】

【目標設定】

【要因解析】

【対策の立案と実施】



【効果の確認】

【標準化と管理の定着】

〇標準化：急変に当たっても全看護職員が、不安なく迅速に対応できるために、年間で1
回、院内BLSシュミレーション研修をシステム化
〇教育：全看護職員が急変に当たっても初期対応が不足なく出来るために年間1回研修に
参加
〇管理：看護部役職者が、指導者側が誰であっても、同内容・同レベルの研修が実践でき
るようにBLS研修の企画運営を1週間毎の部門会議で確認・共有する



【現状把握】

【目標設定】

【要因解析】

【対策の立案と実施】

【効果の確認】

【標準化と管理の定着】

【反省と今後の進め方】


